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株式会社  秋田銀行　The Akita Bank, Ltd．

秋田県秋田市山王三丁目２番１号

明治１２年（１８７９年）１月

2兆5,609億円

1兆5,771億円

141億円

名 称

本 店 所 在 地

創 　 業

預金・譲渡性預金

貸 出 金

資 本 金

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

186,936千株

11.32％（国内基準）

A+（JCR）

1,453名

本支店・出張所96か所
（秋田県内80、秋田県外15、インターネット1）

発行済株式数

自己資本比率

長 期 格 付

従 業 員 数

店 舗 数

の概要（平成27年9月30日現在）Prof ile

を
提
供
し
つ
づ
け
る
銀
行
」
を
目
指

す
姿
と
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
の

３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、
中
期

経
営
計
画
「
あ
き
ぎ
ん
〈
し
ん
か
３
〉

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
の
重
点
方
針
の
ひ
と
つ

と
し
て
「『
新
価
』
の
創
造
に
よ
る
地

域
発
展
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
、
地
域

産
業
の
育
成
や
高
齢
化
へ
の
対
応
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、

お
客
さ
ま
の
経
営
課
題
解
決
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
や
調
査
受
託
業
務
を
専
門
に
行

う
「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ

＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
設
立
い

た
し
ま
し
た
。
同
社
が
一
般
社
団
法

人
秋
田
経
済
研
究
所
や
行
内
の
『
あ

き
た
』
創
生
推
進
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
の
地

方
版
総
合
戦
略
策
定
や
企
業
の
経
営

に
関
す
る
幅
広
い
支
援
を
、
当
行
グ

ル
ー
プ
全
体
で
可
能
と
す
る
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
バ
ン
ク
宣
言

－

長
活
き
す
る

秋
田
へ

－

」
を
制
定
し
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
が
活
動
的
に
「
長
活
き
」
し

て
い
く
こ
と
を
応
援
す
る
銀
行
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
４
月

に
は
、お
互
い
に「
学
び
あ
う
」コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
「
あ
き

ぎ
ん
長
活
き
学
校
」
を
開
校
す
る
予

定
で
あ
り
、
11
月
に
は
プ
レ
開
校
式

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
あ
き
ぎ
ん

長
活
き
学
校
」
で
は
、
よ
り
多
く
の

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
活
き
活
き
と
活

動
す
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
地
域
の

元
気
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
誌
で
は
「
地
方
創
生
」
に

関
し
て
、
当
行
が
取
り
組
ん
で
い
る

施
策
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
当

行
は
前
述
の
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
設
立
に
加
え
、

事
業
者
向
け
の
新
し
い
資
金
調
達
方

法
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｆ
Ａ
Ｎ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」

の
創
設
や
、
全
国
初
の
取
扱
い
と
な
っ

た
「〈
あ
き
ぎ
ん
〉
空
き
家
リ
フ
ォ
ー

ム
ロ
ー
ン
」
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

当
行
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
通
し
て
地
域
活
性
化
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら

な
る
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指
す
と

と
も
に
、
経
営
理
念
の
「
地
域
共
栄
」

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
、

精
一
杯
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
一
層
の

ご
支
援
、
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
地
方
創
生
へ
の
取
組
み

な
が  

い
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）

　

平
素
よ
り
秋
田
銀
行
を
ご
利
用
、

お
引
き
立
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
上
半
期

の
当
行
の
取
組
み
を
中
心
に
、
読
み

や
す
い
形
に
ま
と
め
た
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
い
た

だ
き
、
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

当
行
で
は
「
期
待
を
超
え
る
価
値

地
域
が
抱
え
る

課
題
に
向
き
合
い
、

金
融
機
関
と
し
て

地
域
の
活
性
化
に
、

よ
り
一
層
取
組
み
ま
す
。

◎
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

01
◎
あ
き
ぎ
ん
T
o
p
i
c
s

03
◎
業
績
ハ
イ
ラ
イ
ト

11

収
益
性
・
健
全
性
／
資
産
の
健
全
化

預
金
・
預
り
資
産
の
状
況
／
貸
出
金
の
状
況

◎
特
集
①

05

「
地
方
創
生
」

〜「
あ
き
た
創
生
」で
、元
気
で「
長
活
き
」な
秋
田
へ
〜

◎
特
集
②

09

「
女
性
活
躍
に
向
け
た
取
組
み
」

〜
女
性
の
活
躍
を
持
続
的
成
長
へ
つ
な
げ
る
〜

■「
あ
き
ぎ
ん
〈
し
ん
か
３
〉

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

最
終
年
度
の
取
組
み

目
　
次
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「〈
あ
き
ぎ
ん
〉森
づ
く
り
活
動
」

の
実
施

大
曲
駅
前
支
店
を
旧
店
舗
の
隣
に
新
築
移
転

し
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

店
舗
は
外
部
と
の
段
差
を
な
く
し
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
し
た
ほ
か
、全
館
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を

採
用
し
た
省
エ
ネ
店
舗
と
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、外
観
は「
花
火
の
街
・
大
曲
」に
マ
ッ
チ
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
し
、店
舗
の
西
側
・
東
側
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
見
る
と
異
な
る
２
種
類
の
花
火
が
浮
き
上
が

る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
秋
田
魁
新
報
社
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
と
共
同
で
購
入
型
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
F
A
N 

A
K
I
T
A（
フ
ァ
ン
あ
き
た
）」を
開
設
し
ま

し
た
。

購
入
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「
F
A
N 

A
K
I
T
A
」の
開
設

五
城
目
町
の
利
子
補
給
金
給
付
事
業
と
当
行

の「〈
あ
き
ぎ
ん
〉空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
」の

連
携
に
よ
り
、町
内
の
空
き
家
所
有
者
お
よ
び
移

住
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し

た
。協
定
内
容
に
も
と
づ
き
、五
城
目
町
へ
の
移

住
定
住
促
進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、地
方

版
総
合
戦
略
策
定
等
へ
の
取
組
み
支
援
を
通
じ

て
、町
の
地
方
創
生
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家

の
問
題
解
決
に
向
け
、全
国
で
初
め
て「
所
有
者
」

と「
借
主
」の
双
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る「〈
あ

き
ぎ
ん
〉空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
」の
取
扱
い

を
開
始
し
ま
し
た
。

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
」の

取
扱
開
始

中
小
企
業
に
と
っ
て
有
効
な
事
業
承
継
対
策

お
よ
び
成
長
戦
略
の
ツ
ー
ル
と
し
て
定
着
し
つ

つ
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、「〈
あ
き
ぎ
ん
〉Ｍ
＆

Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、会
社
を
譲
渡
し
た
経
営
者
か

ら
、譲
渡
を
決
断
し
た
経
緯
や
Ｍ
＆
Ａ
の
留
意
点

な
ど
、実
体
験
を
基
に
し
た
講
演
を
通
し
て
、理

解
を
深
め
ま
し
た
。

由
利
本
荘
市
に
あ
る「
あ
き
ぎ
ん
の
森
」に
お

い
て
、役
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
約
７
０
名
に
よ

る
森
林
整
備
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。平
成
２
１

年
と
２
２
年
に
植
樹
し
た
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
、約

２
，７
０
０
本
の
育
成
を
補
助
す
る
た
め
の
下
刈

り
活
動
を
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、ク
ロ
マ

ツ
は
大
き
い
も
の
で
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大

き
さ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
大
曲
駅
前
支
店
」の
新
築
移
転

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
催

五
城
目
町
と
の「
空
き
家

利
活
用
等
に
関
す
る
地
方
創
生

連
携
協
定
」の
締
結

8
月

9
月

五城目町との協定締結式

M＆Aセミナーの様子

由利本荘市での森づくり活動

6
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お
取
引
先
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ま
が
直
面
し

て
い
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
取
組
み
、地
域
経

済
基
盤
の
拡
充
と
地
域
産
業
の
育
成
に
資
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、1
0
0
％
子
会
社

「
株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」を
設
立
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ

＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
設
立

税
制
改
正
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た「
結
婚
・
子

育
て
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課

税
措
置
」に
対
応
す
る「〈
あ
き
ぎ
ん
〉結
婚
・
子
育

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉結
婚
・

子
育
て
資
金
贈
与
専
用
口
座
」

の
取
扱
開
始

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
と
も
な
い
、相
続
に
関

連
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、相
続
関
連
業

務（「
遺
言
信
託
業
務
」、「
遺
産
整
理
業
務
」）に
関

し
て
株
式
会
社
山
田
エ
ス
ク
ロ
ー
信
託（
代
表
取

締
役
社
長 

篠
笛 

弘
一
）と
の
間
で
業
務
提
携
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。本
締
結
に
よ
り
、全
営
業

店
に
お
い
て
遺
言
信
託
業
務
、遺
産
整
理
業
務
の

取
次
ぎ
が
可
能
と
な
り
、お
客
さ
ま
の
利
便
性
向

上
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

て
資
金
贈
与
専
用
口
座
」の
取
扱
い
を
開
始
し
ま

し
た
。本
商
品
で
は
、一
定
の
条
件
の
も
と
贈
与
税

が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。（
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
営
業
店
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

株
式
会
社
山
田
エ
ス
ク
ロ
ー
信
託

と
の
相
続
関
連
業
務
に
お
け
る

業
務
提
携

6
月

　

生
活
者
参
加
型
の
地
方
特
産
品
支
援
サ
ー
ビ

ス「
う
ま
い
も
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」内
に
、秋
田

秋
田
県
産
品
発
掘
サ
イ
ト

「
知
る
人
ぞ
知
る『
秋
田
の
う
ま
い

も
ん
』大
集
合
！
」の
開
設

7
月

県
産
品
発
掘
サ
イ
ト「
知
る
人
ぞ
知
る『
秋
田
の

う
ま
い
も
ん
』大
集
合
！
」を
開
設
し
ま
し
た
。　

　

本
サ
イ
ト
で
は
、一
般
消
費
者
で
あ
る
ネ
ッ
ト

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
や
ア
イ
デ
ア
を
、商
品
開
発

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
企
業
へ
提
供
す

る
こ
と
で
、秋
田
の
食
の
魅
力
を
発
信
し
食
品
加

工
業
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本サイトのイメージ

平
成
27
年















不良債権への対応

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店において企業の経営改善に
向けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成27年9月期の与信費用は、前年同期に引き続いて
低水準にとどまり、5億円の戻入益計上となりました。
　また、平成27年9月末の不良債権額（金融再生法開示
債権ベース）は428億円ですが、この不良債権が将来回収
不能となった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・

保証）は375億円であり、その保全率は87.69％と、高い
水準を確保しております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
すので、すべてが回収不能に至るものではありません。仮
に、金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、
追加で必要な不良債権処理費用は53億円（金融再生法開
示債権428億円－保全額375億円）ですが、「利益剰余
金」（1,082億円）だけでも十分対応可能な水準です。　

資産の健全化 AKITA BANK REPORT 2015
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用
語
解
説

400
平成27年
3月末

平成26年
9月末

1.00

500 2.00

600 3.00

700 4.00

800 5.00

3.05

不良債権比率 金融再生法開示債権

（単位：億円）

（単位：億円） （単位：％）

平成25年
9月期

不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額

※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

与信費用

25

15

5

-25

-15

-5

■ 償却・引当の状況 ■ 金融再生法開示債権推移

平成26年
9月期

6 6

-1110

平成27年
9月期

-4-4
-5-5

-10

-17-17

平成27年
9月末

2.69

428

3.30

515

0

8 476

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）0.8％

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ）＋（Ｃ）＝（D）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

128

296

4

428

128

245

2

375

35

210

2

246

93

35

1

129

100.00

82.82

54.34

87.69

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

正常債権
1兆5,442億円
97.3％

（単位：億円）

（％）

0.0％

1.9％

平成27年9月末現在

■ 金融再生法開示債権の状況

金融再生法開示債権に対する保全の状況

4



　経常利益は、与信関係費用の戻入益が減少したもののコア業
務純益の増加により、前年同期比3億円増加の52億円となり、
中間純利益は、3億円増加の35億円となりました。

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期優先債務について格
付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

+-A

AAA
+-AA

+- BBB
+-BB
+-B

CCC
CC
C
D

+A
当行の格付け

安
全
性

高い

低い

　自己資本比率は、リスク・アセットの増加により、前期末比
0.06ポイント低下し、11.32％となりましたが、従来に引き続
き国内基準行に求められる４％を大きく上回っております。

収益性・健全性 AKITA BANK REPORT 2015
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【コア業務純益】

　コア業務純益は、資金利益の増加や経費の減少により、前年同
期比16億円増加し、49億円となりました。

　銀行本来の業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益であ
る「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒引当金
繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的な利益」
を示します。

用
語
解
説

【自己資本比率】
　貸出金などの資産（リスク・アセット）に対する自己資本の割合で、銀行の
健全性を示す指標のひとつです。海外に営業拠点を有する銀行は国際統一
基準で8％以上、海外に営業拠点を持たない銀行（当行）は国内基準で4％以
上を維持することが求められています。

用
語
解
説

【格付け】
　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払わ
れる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、その
結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置するほど
安全性が高いとされています。

用
語
解
説

コア業務純益（※）…49億円

自己資本比率（※）（単体）…11.32％

経常利益…52億円 中間純利益…35億円

格付け（※）…A＋

■ コア業務純益の推移

（単位：億円）
50

10

20

30

40

0
平成27年
9月期

平成26年
9月期

平成25年
9月期

4545
4949

3333

■ 経常利益と中間純利益の推移

（単位：億円）
経常利益 中間純利益

60

50

40

30

20

10

0
平成27年
9月期

平成26年
9月期

平成25年
9月期

52

35

49

32

54

30

■ 単体自己資本比率の推移

（単位：％）
12

10

11

平成27年
9月末

平成26年
9月末

平成27年
3月末

0

バーゼルⅢ基準

11.28
11.38

11.32
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平成25年
9月末

平成26年
9月末

■ 貸出金残高

（単位：億円）

　貸出金は、事業先向け貸出金や個人ローンの増加により、前年
同期末比305億円増加し、1兆5,771億円となりました。
　平成27年9月末における貸出金残高に占める中小企業等
向け貸出金の割合は52.6％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、51.8％と高い水準
を維持しております。

15,000

18,000

3,000

6,000

9,000

12,000

0

8,005

14,761

平成27年
9月末

8,2978,067

15,77115,466

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

■ 個人ローンの推移

　個人ローンは、住宅ローンが82億円増加したこ
とを主因として、前年同期末比96億円増加し、
3,317億円となりました。

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成25年9月末 平成26年9月末

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成27年6月末

当行
51.8％

他行
41.0％

その他
7.2％

他行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・・・・信用金庫・信用組合
［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●

3,158

2,952

平成27年9月末

3,317
3,221

3,0833,001

■ 県内外別
平成27年9月末

秋田県外向け
4,319億円
（27.4％）

秋田県内向け
11,452億円
（72.6％）

県内向け貸出金内訳

■ 貸出先別
平成27年9月末

個人向け
3,526億円
（22.4％）

地方公共団体向け
3,780億円
（24.0％）

その他
3,693億円
（23.4％）

中小企業向け
4,772億円
（30.2％）

中小企業等向け貸出金
（52.6％）

AKITA BANK REPORT 2015貸出金の状況

うち中小企業向け
3,470億円
（30.3％）

うち個人向け
3,329億円
（29.1％）

その他（地公体ほか）
4,653億円
（40.6％）

個人ローンの状況

貸出金の状況

4
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■ 預金残高

（単位：億円）

平成25年
9月末

平成26年
9月末

平成25年
9月末

平成26年
9月末

　預金・譲渡性預金は、個人預金、法人預金ともに増加し、前
年同期末比494億円増加し、2兆5,609億円となりました。
　平成27年9月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は88.8％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、56.0％と高い
水準を維持しております。

25,000

10,000

5,000

15,000

20,000

0

預金・譲渡性預金 うち個人預金

■ 貸出金残高

（単位：億円）

　貸出金は、事業先向け貸出金や個人ローンの増加により、前年
同期末比305億円増加し、1兆5,771億円となりました。
　平成27年9月末における貸出金残高に占める中小企業等
向け貸出金の割合は52.6％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、51.8％と高い水準
を維持しております。

15,000

18,000

3,000

6,000

9,000

12,000

0

8,005

14,761

平成27年
9月末

8,2978,067

15,77115,466

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

1,200

1,000

800

600

400

200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

平成27年9月末平成25年9月末 平成26年9月末

（単位：億円） 公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資産は、投資信託および生命保険の販売が
順調に推移しましたが、公共債の減少により前年同
期末比14億円減少し、2,172億円となりました。

他行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・信用金庫・信用組合
譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●
●

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成27年6月末

当行
56.0％

他行
35.1％

その他
8.9％

■ 預金者別
平成27年9月末

法人
5,798億円
（22.7％）

個人
16,627億円
（64.9％）

その他
3,184億円
（12.4％）

■ 個人ローンの推移 ■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時
払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが82億円増加したこ
とを主因として、前年同期末比96億円増加し、
3,317億円となりました。

422

647

1,074
2,143

142

725

1,304
2,172

315

706

1,164
2,186

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成25年9月末 平成26年9月末

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成27年6月末

当行
51.8％

他行
41.0％

その他
7.2％

他行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・・・・信用金庫・信用組合
［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●

3,158

2,952

平成27年9月末

3,317
3,221

3,0833,001

■ 県内外別
平成27年9月末

秋田県外
2,868億円
（11.2％）

秋田県内
22,741億円
（88.8％）

県内預金内訳

■ 県内外別
平成27年9月末

秋田県外向け
4,319億円
（27.4％）

秋田県内向け
11,452億円
（72.6％）

県内向け貸出金内訳

24,749

16,129

平成27年
9月末

25,609

16,627

25,115

16,327

■ 貸出先別
平成27年9月末

個人向け
3,526億円
（22.4％）

地方公共団体向け
3,780億円
（24.0％）

その他
3,693億円
（23.4％）

中小企業向け
4,772億円
（30.2％）

中小企業等向け貸出金
（52.6％）
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うち個人
15,233億円
（67.0％）

うち法人
4,623億円
（20.3％）

その他
2,885億円
（12.7％）

預金・預り資産の状況貸出金の状況

うち中小企業向け
3,470億円
（30.3％）

うち個人向け
3,329億円
（29.1％）

その他（地公体ほか）
4,653億円
（40.6％）

0

個人ローンの状況 預り資産（※）残高の推移

預金の状況貸出金の状況
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